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国　税／�平成29年分所得税の確定申告
� 2月16日～3月15日

� （還付申告は申告期間前でも受け付けられます）
国　税／�贈与税の申告� 2月1日～3月15日
国　税／�1月分源泉所得税の納付� 2月13日
国　税／�12月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

� 2月28日
国　税／�6月決算法人の中間申告� 2月28日
国　税／�3月、6月、9月決算法人の消費税等の中間申告

（年3回の場合）� 2月28日
国　税／�決算期の定めのない人格なき社団等の法人

税の確定申告及び納付� 2月28日
地方税／�固定資産税（都市計画税）の第4期分の納付

� 市町村の条例で定める日

2 2018（平成30年）

マイナンバーによる情報連携　行政機関に提出する必要があった書類を省略できるよ
う、マイナンバーを基に専用のネットワークシステムを利用して行政機関の間で情報の
やり取りをすること。たとえば、健康保険の給付や保険料の減免を受ける際に必要だっ
た住民票の写しや課税証明書が不要になります。昨年11月から運用が始まっています。

ワン
ポイント

梅

◆  2 月 の 税 務 と 労 務 2月 （如月）FEBRUARY

11日・建国記念の日　12日・振替休日
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２月号─2

　

製
造
業
を
営
む
者
で
す
。
第

四
次
産
業
革
命
の
時
代
と
な
っ

て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
動
向
と
課
題
に
つ

い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　

二
〇
一
五
年
は
「
第
四
次
産
業
革

命
元
年
」
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

今
、
世
界
で
何
が
起
き
て
い
て
、
日

本
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
、
私
た
ち
の
仕
事
や
生
活
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　

一
九
九
〇
年
頃
か
ら
パ
ソ
コ
ン
、

二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
皮
切
り
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
が
庶

民
の
も
の
と
な
り
、
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
に
呼
応
し
た
ロ
ン
グ
テ
ー
ル
（
年

間
数
個
程
度
し
か
売
れ
な
い
商
品
で

も
大
量
に
陳
列
し
て
お
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
総
数
と
し
て
大
き
な
売
上
が

得
ら
れ
る
こ
と
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
は
陳
列
ス
ペ
ー
ス
に
制
限
が
な

い
の
で
可
能
と
な
り
ま
す
）
の
市
場

化
や
市
民
活
動
が
進
化
し
た
ソ
ー
シ

ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
へ
と
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
も
、

ス
マ
ホ
で
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ

ッ
タ
ー
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
＝
登
録
さ
れ
た
利
用
者
同
士
が

交
流
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
サ
ー

ビ
ス
）
を
使
い
分
け
、
映
像
を
含
め

た
情
報
の
や
り
取
り
を
す
る
の
が
当

た
り
前
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
れ
ら
を
含
む
大
き
な
潮

流
を
第
四
次
産
業
革
命
と
捉
え
て
い

ま
す
。
こ
の
他
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
界
は
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
第
四
次
産
業

革
命
と
呼
ば
れ
る
段
階
に
突
入
し
て

い
ま
す
。

　

人
間
の
労
働
が
機
械
に
代
替
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
議
論
に
も

注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
日
本
が
世

界
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
な
い
た
め
に

も
、
そ
う
し
た
変
革
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
の
試
算
で
は
、
人
工

知
能（
Ａ
Ｉ
）や
ロ
ボ
ッ
ト
の
台
頭
で

七
三
五
万
人
の
雇
用
が
減
る
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
六
年
三
月
の
就
業
者
数
は

六
、三
三
九
万
人
で
す
か
ら
、
一
割

以
上
の
人
の
仕
事
が
な
く
な
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
（
全
て
の
モ
ノ
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
こ
と
）
や
Ａ

Ｉ
に
よ
る
第
四
次
産
業
革
命
は
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
が
関
与
し
て
実
現
さ
れ

る
た
め
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
関
連
発
明

を
把
握
す
る
こ
と
で
第
四
次
産
業
革

命
の
広
が
り
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
産
業
が

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
お
い
て
非
常
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、

同
分
野
の
研
究
開
発
の
支
出
シ
ェ
ア

の
七
七
％
は
米
国
企
業
で
あ
り
、
こ

の
分
野
で
米
国
が
強
い
こ
と
は
ハ
ッ

キ
リ
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
、

研
究
開
発
費
支
出
が
多
い
企
業
と
し

て
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
グ
ー
グ

ル
、
オ
ラ
ク
ル
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
を
除
く
と
、
一
九
七
〇
年
代

以
降
の
新
規
参
入
企
業
で
あ
り
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
を
専
業
と
し

て
急
速
に
伸
び
て
き
た
企
業
で
す
。

　

日
本
の
上
位
は
富
士
通
と
日
本
電

気
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
多
角
化
企
業

で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
も
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
も
手
掛
け
て
い
る
企
業
で

す
。
こ
の
差
を
埋
め
る
の
は
、
な
か

な
か
困
難
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
の
分
野
以
外
の
分

野
で
日
本
は
戦
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
個
人
の
健
康
デ
ー
タ
、

車
の
自
動
走
行
、
工
場
の
稼
働
デ
ー

タ
な
ど
の
リ
ア
ル
デ
ー
タ
の
分
野
で

す
。

◆
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
と
提
供
者
を
素
早
く
マ

ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
個

人
が
保
有
す
る
住
居
や
自
動
車
な
ど

の
遊
休
資
産
を
他
人
に
提
供
し
た
り

す
る
サ
ー
ビ
ス
。

　

た
と
え
ば
、
住
宅
の
空
き
部
屋
を

活
用
し
て
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
民
泊
や
、
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
の
自

家
用
車
に
乗
っ
て
目
的
地
ま
で
移
動

す
る
サ
ー
ビ
ス
、
空
い
て
い
る
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
な

ど
で
す
。

第
四
次

　産
業
革
命

　
　
　の
動
向

第
四
次

　産
業
革
命

　
　
　の
動
向



3─２月号

◆
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

　

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
と
は
、
金
融
を
意

味
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
技
術
を
意

味
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
で
す
。
主
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
革
新
的
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
指
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
取
引
先
金
融
機
関
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
カ
ー
ド
の
利
用
履
歴

を
ス
マ
ホ
で
集
約
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
、

個
人
間
で
送
金
や
貸
借
を
仲
介
す
る

サ
ー
ビ
ス
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
資
産
運
用

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
普
及
は
、
金
融

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
資
産
運
用
や

決
済
、
融
資
に
係
る
手
間
や
費
用
の

削
減
に
よ
り
、
従
来
、
金
融
サ
ー
ビ

ス
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
個
人
や
企

業
も
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

◆
雇
用
に
与
え
る
影
響

　

過
去
の
雇
用
デ
ー
タ
を
み
る
と
、

労
働
者
の
ス
キ
ル
度
が
中
レ
ベ
ル
の

職
業
は
雇
用
が
減
少
す
る
一
方
で
、

ス
キ
ル
度
が
高
・
低
レ
ベ
ル
の
職
業

の
雇
用
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
が

先
進
国
で
表
れ
て
い
る
経
済
格
差
の

一
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

米
国
は
ル
ー
テ
ィ
ン
業
務
（
決
め

ら
れ
た
流
れ
の
日
常
の
業
務
）
の
減

少
が
大
き
く
、
高
ス
キ
ル
の
職
業
の

増
え
方
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
は
ル
ー
テ
ィ
ン
業
務

が
そ
れ
ほ
ど
減
っ
て
い
な
い
し
、
高

ス
キ
ル
も
ほ
と
ん
ど
増
え
て
い
ま
せ

ん
。
技
術
が
進
ん
で
機
械
で
代
替
で

き
る
に
も
関
わ
ら
ず
人
間
が
働
い
て

お
り
、
高
ス
キ
ル
の
人
を
養
成
し
て

こ
な
か
っ
た
と
い
う
現
状
維
持
傾
向

が
非
常
に
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

技
術
進
歩
に
対
し
て
雇
用
状
態
が

合
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
日
本
の
低

い
生
産
性
、
弱
い
国
際
競
争
力
の
要

因
の
一
つ
が
あ
り
ま
す
。
技
術
進
歩

を
阻
害
し
な
い
「
働
き
方
改
革
」
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
ス
キ
ル
の
人
々
を
活
用
す
る
に

は
、
手
づ
く
り
的
な
業
務
に
繋
げ
て

い
く
こ
と
、例
え
ば
、農
業
や
飲
食
、

介
護
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

明
る
い
未
来
を
築
く
に
は
「
人
」

を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
も
な
い
と
、
人
間
性
が
奪
わ
れ

ロ
ボ
ッ
ト
化
し
た
人
類
の
未
来
が
待

ち
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
が
、
逆
に
、
第
四
次
産
業
革
命

の
も
た
ら
す
技
術
は
、
想
像
力
、
感

情
移
入
、
受
託
責
任
と
い
う
人
間
性

の
中
で
も
最
高
の
パ
ー
ト
の
能
力
を

補
完
し
て
、
人
間
性
を
運
命
共
同
体

と
し
て
道
徳
的
な
集
合
意
識
に
ま
で

高
め
る
こ
と
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
社
会
と
企
業
の
強
み
を
活

か
し
て
、
集
め
た
デ
ー
タ
を
社
会
に

う
ま
く
還
元
し
、
課
題
解
決
が
で
き

れ
ば
、
日
本
が
世
界
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
（
基
盤
・
土
台
）
に
な
る
こ

と
も
十
分
可
能
で
す
。

日本の第４次産業革命関連の取組は米独に比べて遅れている（内閣府）

（導入率、%）

日本
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2020 年までに導入

アメリカ ドイツ
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１　IoT 導入状況（2015 年）と今後の導入意向（2020 年）

２　シェアリング・エコノミーの認知度と利用意向

３　フィンテック投資額
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（%）
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２月号─4

　会社を潰さないためには“与信管理が重
要”ということを、多くの企業は知っている
と思います。
　それにも関わらず、日常の自社の行動に
当てはめて考えますと、リスクの程度に応
じて対応するといった曖昧な行動をしてい
る会社が多くなっています。
　特に、信用不安時に相手の会社にどのよ
うな行動を起こすかは非常に大切なことで
す。
　相手の会社がカネの支払いが遅れたり滞
ってきた時には、すぐに電話を掛ける、会
社を訪問することで請求、請求、とにかく
請求という動きをすることです。
　そして、折衝にあたっては必ず期限を切
る。相手に金銭的な裏付けを言わせること
ですが、合意内容は必ず書面化（言った言
わないの防止）します。
　その文書の事例を紹介します。

　≪支払いの繰延べを認める文書例≫

債務承認・弁済契約書
１　債務者　株式会社××
２　債務の内容　平成26年６月23日
付け売買契約に基づく
　　売買代金　金○○円
３　本来の弁済期　平成30年２月15日
　　上記債務が存在することを認め、
平成30年３月15日までに全額を一
括でお支払いすることを約束しま
す。
　　  平成30年２月23日

東京都新宿区△△町１−２−34
株式会社××　代表取締役

××太郎　印

　文書作成の際の注意点は、以下のとおり。
①シンプルに
②誰が読んでも分かるように
③「文語的」「攻撃的」「恨み節」などの要素
は不適切、脅迫はもってのほか

未払いの催促

　倒産処理で200社近く見てきたＭ弁護
士は、会社が苦しくなったときに社長が「や
ってはいけないこと」として、以下のこと
を指摘します。
⑴　親族・知人・縁者からの借入れ
⑵　街金やファクタリングの利用
⑶　コンサルタントと称する怪しげな者へ
の依頼
⑷　銀行返済を優先し、税金や社会保険を
滞納
⑸　夜逃げ
⑹　財産隠し、偽装離婚
　このうち、⑴については、自分が破産し
てしまった場合、当面の生活を支えてくれ
るのは親族・知人・縁者だけです。これら
の人からの借入れは慎まなければなりませ
ん。
　また、⑷の税金や社会保険料の延滞金に
ついては、延滞料率が高いことから、支払
いの最優先順位と考えます。

会社が苦しいときに� �
「やってはいけないこと」

　

各
地
で
バ
ス
や
鉄
道
を
使
い
、
人

だ
け
で
な
く
貨
物
を
運
ぶ
取
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
規
制
が
昨
年
九
月
か
ら
緩
和

さ
れ
、
従
来
の
路
線
バ
ス
が
運
べ
る

荷
物
三
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
と
い

う
制
限
の
撤
廃
や
、
タ
ク
シ
ー
も
人

を
乗
せ
ず
に
荷
物
を
配
送
で
き
る

「
貨
客
混
載
」に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
Ｋ
グ
ル
ー
プ
が
岐
阜
県

Ｔ
市
と
連
携
し
て
、
Ｔ
市
の
採
れ
た

て
野
菜
を
高
速
バ
ス
の
保
冷
コ
ン
テ

ナ
で
都
内
ま
で
運
び
、
Ｋ
社
経
営
の

ス
ー
パ
ー
で
販
売
す
る
取
組
み
で
す

が
、
ス
ー
パ
ー
は
販
路
拡
大
、
Ｔ
市

は
知
名
度
向
上
と
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

　

貨
客
混
載
の
メ
リ
ッ
ト
は
他
に
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
運
送
会
社
に

と
っ
て
は
深
刻
化
し
て
い
る
配
送
人

員
の
不
足
が
緩
和
さ
れ
、
赤
字
路
線

の
地
方
の
バ
ス
会
社
で
は
新
た
な
需

要
に
よ
り
運
送
料
金
の
安
定
的
収
入

を
得
ら
れ
る
等
で
す
。

貨
客
混
載


